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新技術

NETIS登録番号 CB-210013-A

技術名称 ベストフロアーRV⼯法

事後評価 事後評価未実施技術

受賞等

事前審査・事後評価

技術の位置付け
 （有⽤な新技術）

旧実施要領における
 技術の位置付け

活⽤効果調査⼊⼒様式 -A  
活⽤効果調査が必要です。

適⽤期間等

上記※印の情報と以下の情報は申請者の申請に基づき掲載しております。 申請情報の最終更新年⽉⽇︓2022/02/15

概要

副題 表⾯再振動によるコンクリートの真空脱⽔促進⼯法

分類 1 コンクリート⼯ － コンクリート⼯ － 養⽣

分類 2 舗装⼯ － コンクリート舗装⼯ － コンクリート舗装⼯ － その他

分類 3 港湾・港湾海岸・空港 － 舗装⼯ － コンクリート舗装⼯ － コンクリート舗装

分類 4 橋梁上部⼯ － 鋼橋床版⼯

分類 5 建築 － コンクリート⼯事

区分 ⼯法

新規性及び期待される効果

建設技術審査証明※

事前審査 活⽤効果評価

推奨技術 準推奨技術 評価促進技術 活⽤促進技術

活⽤促進技術(旧) 設計⽐較対象技術 少実績優良技術

①何について何をする技術なのか︖ 
本技術は、床版コンクリート打設後、ブリーディングが終了する
間際に表⾯再振動を掛け、続いて真空脱⽔・圧密を⾏い仕上げる
技術です。 
表⾯再振動は、ブリーディング⽔の再浮上を促進し、コンクリー
ト表⾯を湿潤平滑にする効果がある。加えて沈下ひび割れ及びそ
の要因の緩和作⽤が期待できる。これにより真空マットの密着が
容易になり、屋外のコンクリートでも短時間の真空脱⽔・圧密処
理でひび割れが少ない表層部の品質向上を図ることができる。 
⼯程の流れ︓コンクリート打設⇒粗均し⇒貫⼊値確認⇒表⾯再振
動⇒真空脱⽔・圧密⇒機械鏝、⾦コテ等による仕上げ。 

②従来はどのような技術で対応していたのか︖ 
⾦コテ押さえ⼯法 
コンクリート標準⽰⽅書【施⼯編】、公共建築⼯事標準仕様書
(建築⼯事編)による。 
⼯程の流れ︓コンクリート打設⇒粗均し⇒(⽔引き・硬化待ち)⇒
機械鏝、⾦鏝等による仕上げ。 

③公共⼯事のどこに適⽤できるのか︖ 
床版コンクリート全般に対応可能。

⼯程⼿順写真

①どこに新規性があるのか?(従来技術と⽐較して何を改善したの



コンクリート品質改善効果例(実験室実験)

改善項⽬ 反発硬
度

表層圧
縮強度

表層密
度

⻑さ変化
率

中性化深
さ

初期凍
害

透⽔性 塩化物
イオン
浸透性

耐摩耗性 付着性

単位 反発度 
R

N/㎜2 g/㎝3 ×10-4 ㎜ 圧縮強
度 N/
㎟

㎎ 浸透深
さ ㎜

摩耗⾯積 
㎜2

N/㎜2

従来技術 49.6 29.5 2.295 13.9 13.5 38 8.5 8.92 250.1 2.63

申請技術 65.7 41.8 2.375 11.4 5.4 61 3.2 6.19 143.5 3.91

改善効果 32％向
上

42％向
上

3％向上 18％程度
の低減

60％改善 60％改
善
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か?) 
従来技術の「⾦コテ押さえ」は、床板コンクリートは平滑に仕上
げることに主眼が置かれており、ブリーディング余剰⽔による表
層部の品質変動(低下)については特に注意が払われなかった。 
本技術は打設された床版コンクリートのブリーディング終了間際
に表⾯再振動を掛け、続いて真空脱⽔・圧密作⽤を与えることを
特徴としている。 
本技術はブリーディング余剰⽔の再浮上を促進すると共に、コン
クリート表⾯を湿潤平滑にする効果がある。また、鉄筋に沿って
⽣じる事がある沈下ひび割れ要因を緩和する効果も期待できる。
表⾯再振動は真空脱⽔作業におけるマットの密着を改善する。真
空度が⾼くなり且つ上昇時間が短縮されることから、1か所あた
りの作業時間が短くて良い。 
これまでの実験室研究結果から、コンクリートの表層部の⼒学的
な改善効果は、真空脱⽔の圧密効果の⽅が表⾯再振動の効果より
圧倒的に⼤きいことが⽰されており、再振動の導⼊による強度性
状改善効果への阻害要因はないことが確認されている。【参考⽂
献1】 
現場実験によれば、床版実施⼯現場において本技術を適⽤した結
果、現場床版コンクリートは、別容器に作成した無処理⾦コテ仕
上げの試験体と⽐べて、NR型リバウンドハンマーによる反発度
が18.2％向上した。本技術により、短時間で所定の真空度が得ら
れ、1か所あたり2〜2.5分（平均2.3分）の短時間処理でコンクリ
ート表層部の改善効果が得られることを確認した。【添付資料
6】 
②期待される効果は?(新技術活⽤のメリットは?) 
従来技術(⾦コテ仕上げ)と⽐較した品質向上効果を下記に記⼊す
る。 
・表層が緻密になり強度が向上する。 
・沈下ひび割れ要因を緩和すると同時に、乾燥収縮を低減する。 
・中性化を抑制する。 
・初期凍害を抑制する。 
・防⽔性が向上する。 
・塩化物イオンの浸透を抑制する。 
・耐摩耗性・防塵性が向上する。 
・仕上材との付着性が向上する。

品質改善効果例(実験室実験)



適⽤条件

①⾃然条件 
降⾬時、凍結が予測される低温時は施⼯を避ける。 
②現場条件 
真空ポンプを設置するスペースや、吸引された排⽔を保管するスペース合わせて10㎡程度が必要。 
真空ポンプの運転には3相200Vの電源が必要。 
③技術提供可能地域 
⽇本全国に可能。 
④関係法令等 
特になし。

適⽤範囲

①適⽤可能な範囲 
3×3m程度以上の平⾯空間があれば適⽤可能。1か所あたり幅が狭い場合でも条件によっては可能となる。 
②特に効果の⾼い適⽤範囲 
道路・橋梁上部⼯・港湾施設・河川施設・コンクリート舗装・倉庫など。 
⽔処理施設・最終処分場・会館施設など。 
⽔路・現場打ちボックスカルバートなど。 
冬季施⼯の初期凍害回避。 
塗床・防⽔等仕上処理を施す下地としてのコンクリート。 
③適⽤できない範囲 
施⼯⾯に突起物がある場合。 
④適⽤にあたり、関係する基準およびその引⽤元 
コンクリート標準⽰⽅書【施⼯編】 
公共建築⼯事標準仕様書(建築⼯事編) 
ベストフロアーRV⼯法標準施⼯要領書

留意事項

①設計時 
特になし。 
②施⼯時 
専⽤貫⼊計の測定値が、200〜400Nの範囲で表⾯再振動を掛け、続いて真空脱⽔・圧密処理を⾏う。 
表⾯再振動は振動スクリードを使⽤する。 
真空脱⽔・圧密処理は、真空度60%以上で⾏う。 
真空脱⽔継続時間は3分程度とする。 
③維持管理等 
特になし。 
④その他 
特になし。



従来技術との⽐較

活⽤の効果

⽐較する従来技術 ⾦コテ押さえ

項⽬ 活⽤の効果 ⽐較の根拠

経済性
  

低下
 (-299.12％)

新技術では-299.12％となる。【添付資料4】

⼯程 短縮
 (23.47％)   

仕上げまでの作業時間が0.98⽇→0.75⽇に短縮した。【添付資料5】

品質 向上   表層部の反発硬度・圧縮強度・密度・乾燥収縮・中性化・初期凍害・耐摩
耗性・仕上げ材との付着性の性能が向上する。【添付資料2】

安全性  同程度  ⼯法策定以降、事故等は発⽣していない。

施⼯性  同程度  表⾯再振動を掛けて真空脱⽔作業が加わるが、仕上げまでの時間は短縮す
る。

周辺環境への影響  同程度  真空脱⽔における排⽔は産業廃棄物として処理するので環境負荷は⽣じな
い。

  

  

その他、技術の
 アピールポイント等
本技術は、真空脱⽔・圧密作業の直前に、床版コンクリートに表⾯再振動を掛ける。表⾯再振動はブリーデ
ィング⽔の再浮上を促進すると共に、沈下ひび割れ修復作⽤が期待できるので屋外の条件でも真空処理が容
易となり、短時間の処理でひび割れが少ない表層性能改善ができる。

コスト
 タイプ
並⾏型︓Ｂ(－)型

活⽤の効果の根拠

基準とする数量 300.00 単位 ㎡

 新技術 従来技術 向上の程度

経済性 840,750円 210,650円 -299.12 ％

⼯程 0.75⽇ 0.98⽇ 23.47 ％

新技術の内訳

項⽬ 仕様 数量 単位 単価 ⾦額 摘要

⼈件費 ⼟⽊⼀般世話役 1 ⼈ 23,600 円 23,600 円 平成31年3⽉か
ら適⽤する公共
⼯事設計労務単
価表（愛知県）

⼈件費 特殊作業員 3 ⼈ 23,100 円 69,300 円 平成31年3⽉か
ら適⽤する公共
⼯事設計労務単
価表（愛知県）

⼈件費 普通作業員 4 ⼈ 19,800 円 79,200 円 平成31年3⽉か
ら適⽤する公共
⼯事設計労務単
価表（愛知県）

⾞両費 2台 1 ⽇ 34,000 円 34,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

材料費 オーバーマット 300 ㎡ 300 円 90,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

材料費 アンダーマット 300 ㎡ 200 円 60,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

材料費 真空ホース 300 ㎡ 100 円 30,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

向上 同程度

同程度 増加

同程度 低下

向上 低下

向上 低下

向上 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下



機械⼯具損料 ＢＦポンプ 300 ㎡ 500 円 150,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

機械⼯具損料 振動スクリード 300 ㎡ 150 円 45,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

機械⼯具損料 ⾼圧洗浄機 1 ⽇ 4,000 円 4,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

機械器具損料 BF型貫⼊計 300 ㎡ 100 円 30,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

機械器具損料 ⼯具 300 ㎡ 50 円 15,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

仕上⼈件費 ⼟⽊⼀般世話役 1 ⼈ 23,600 円 23,600 円 平成31年3⽉か
ら適⽤する公共
⼯事設計労務単
価表（愛知県）

仕上⼈件費 左官⼯ 4 ⼈ 24,300 円 97,200 円 平成31年3⽉か
ら適⽤する公共
⼯事設計労務単
価表（愛知県）

仕上⾞両費 1台 1 ⽇ 14,850 円 14,850 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

仕上機械器具損料 機械コテ 300 ㎡ 200 円 60,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

仕上機械器具損料 鏝他⼯具 300 ㎡ 50 円 15,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

従来技術の内訳

項⽬ 仕様 数量 単位 単価 ⾦額 摘要

⼈件費 ⼟⽊⼀般世話役 1 ⼈ 23,600 円 23,600 円 平成31年3⽉か
ら適⽤する公共
⼯事設計労務単
価表（愛知県）

⼈件費 左官⼯ 4 ⼈ 24,300 円 97,200 円 平成31年3⽉か
ら適⽤する公共
⼯事設計労務単
価表（愛知県）

⾞両費 1台 1 ⽇ 14,850 円 14,850 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

機械器具損料 機械コテ 300 ㎡ 200 円 60,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による

機械器具損料 鏝他⼯具 300 ㎡ 50 円 15,000 円 ⾃社標準歩掛⾒
積表による



特許・審査証明

特許・実⽤新案

特許状況 有り
 

    

特許情報

実⽤新案
特許番号

実⽤新案    無し

実施権  

備考

第三者評価・表彰等

  建設技術審査証明 建設技術評価

証明機関

番号

証明年⽉⽇

URL

  その他の制度等による証明1 その他の制度等による証明2

制度の名称

番号

証明年⽉⽇

証明機関

証明範囲

URL

評価・証明項⽬と結果

証明項⽬ 試験・調査内容 結果

出願中 出願予定 無し 専⽤実施権有り

特許番号 特許第6004553号

特許 有り   

実施権 通常実施権  専⽤実施権

特許権者 株式会社建和、株式会社明光建商、株式会社三⽥

実施権者 株式会社建和、株式会社明光建商、株式会社三⽥

特許料等 なし

実施形態

問合せ先 株式会社建和

出願中 無し

特許番号 特願2020-145090号

特許  出願中  

実施権  

特許権者 株式会社建和、株式会社明光建商、株式会社三⽥

実施権者

特許料等

実施形態

問合せ先

有り 無し

通常実施権 専⽤実施権

有り 出願中 出願予定

通常実施権 専⽤実施権



単価・施⼯⽅法

施⼯単価

従来技術と本技術の費⽤⽐較
項⽬ 従来技術(⾦コテ押さえ) 本技術(ベストフロアーRV⼯法) 縮減率（％）

材料費 0 180000

⾞両費・機械⼯具損料・機械器
具損料

89850 367850

⼈件費 128800 292900

合計 210650 840750 -299.12％

歩掛り表あり（⾃社歩掛）

施⼯⽅法

(施⼯条件) 
コンクリート打設300㎡当たりの⾃社標準歩掛⾒積表にて左官仕
上⼯事及び表⾯再振動+真空脱⽔⼯事+左官仕上⼯事を⽐較。 
(算出条件) 
・⼈件費における⼟⽊⼀般世話役、特殊作業員、普通作業員、左
官⼯の１⼈あたりの単価は平成31年3⽉から適⽤する公共⼯事設
計労務単価表（愛知県）により算出。 
・⾞両費、材料費、機械⼯具損料、機械器具損料は⾃社標準歩掛
⾒積表より算出。



打設〜仕上げまでの作業時間の⽐較(300㎡)

従来技術 本技術(ベストフロアーRV⼯法)

打設作業時間 2時間 2時間

ブリーディング待機時間 4時間 4時間

従来技術仕上げ作業時間 3時間48分 －

RV⼯法仕上げ作業時間(含表⾯再振動・真
空脱⽔)

－ 2時間

合計作業時間(時間) 7時間48分 6時間

合計作業時間(⽇) 0.98⽇ 0.75⽇

今後の課題とその対応計画

①今後の課題
本技術において表⾯再振動諸条件と鉄筋付着性等の性能改善の関係を明らかにする。
②対応計画
表⾯再振動の条件とコンクリート内部性状の実験研究を⾏う。

施⼯順序 
①コンクリート打設締固め粗均し。 
②ブリーディング誘導時間待機後、貫⼊値による開始時期判定。 
③振動スクリードによるコンクリート表⾯再振動。 
④真空マット敷設。 
⑤真空脱⽔・圧密。 
⑥機械鏝・⾦鏝仕上げ。 
*養⽣剤は、必要な場合に表⾯仕上げの作業性向上と乾燥抑制の
⽬的で使⽤する。使⽤する場合は、真空脱⽔処理終了後とする。

施⼯順序詳細
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実験等実施状況

安⼼・安全 環境 情報化 コスト削減・⽣産性の向上 景観 伝統・歴史・⽂化 リサイクル

省⼈化 省⼒化 経済性の向上 施⼯精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上 作業環境の向上 周辺環境への影響抑制
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<試験実施場所> 
(都)園⽥武庫線(藻川⼯区)(仮称)新藻川橋上部⼯⼯事(床版コンクリ
ート) 
＜試験実施⽇＞ 
2020年3⽉30⽇ 
<試験名称> 
ベストフロアーRV⼯法を適⽤した床版コンクリートと無処理⾦
コテ仕上げ試験体の表層品質評価 
<試験⽬的> 
ベストフロアーRV⼯法で処理された床版コンクリートと、別容
器に作成した無処理⾦コテ押さえ仕上げコンクリート試験体との
表⾯反発度の⽐較による改善効果を検証する。 
<試験概要> 



表⾯再振動(ベストフロアーRV)⼯法による実床版表層品質改善
項⽬ 従来⼯法 ⾦コテ仕上げ試験体 床版現場施⼯ベストフロアーRV⼯法

実験⽇ 2020年3⽉30⽇ 2020年3⽉30⽇

コンクリート 30-8-20N 30-8-20N

開始時貫⼊値 200〜300(N) 280〜340(N)

真空脱⽔平均継続時間 － 2.3分

平均排⽔量（L /㎡） － 0.452

マット部平均真空度(％) － 63.0

リバウンドハンマー反発度(R) 31.8 37.6

改善効果 － 18.2％

添付資料

2020年3⽉30⽇（ステップ1区画）施⼯時に、別に⽤意したプラ
スチック容器にコンクリートを打設し、⾦コテ仕上げした無処理
試験体を作成した。 
試験体は⾦コテ仕上げ終了後、表⾯が安定した後、コンクリート
に濡れたウェスをかぶせ、さらにプラスチック蓋で密封し、施⼯
現場内に封緘状態で保管した。 
床版コンクリートは、現場の指⽰に従って散⽔湿潤養⽣を⾏っ
た。 
材齢28⽇(4⽉27⽇)において、無処理⾦コテ仕上げ試験体とベス
トフロアーRV⼯法で施⼯された床板の表⾯性状をリバウンドハ
ンマーによる反発度で⽐較した。 
なお、3⽉30⽇当⽇の床版施⼯時のRV⼯法真空脱⽔施⼯条件は次
の通りである。 
・コンクリート配合︔30-8-20N 
・作業開始時期︔貫⼊値280〜340(N) 
・表⾯再振動︔エンジン振動スクリード、プレート⼱1.2ｍ、
7000rpm、重量19㎏ 
・平均真空度(マット部)︔63.0(％) 
・平均継続時間︔2.3分 
・当⽇の平均排⽔量︔0.452ℓ/㎡(産廃処理) 
<試験結果> 
材齢28⽇において、無処理試験体とベストフロアーRV⼯法で施
⼯された床板の表⾯性状をリバウンドハンマーによる反発度で⽐
較した。反発度(R)の平均は、無処理試験体︔R＝31.8、ベストフ
ロアーRV⼯法で施⼯された床版はR=37.6であった。 
＜考察＞ 
ベストフロアーRV⼯法で施⼯した床版コンクリートは無処理試
験体と⽐べて反発度が 18.2％ (R=5.8)改善した。本技術により、
短時間で所定の真空度が得られ、1か所あたり継続時間平均2.3分
の短時間処理でコンクリート表層部の改善効果が得られることが
確認できた。【添付資料6】ｐ.4 
<今後の課題> 
今後さらに、適切な表⾯再振動条件の検討と、鉄筋付着性等の性
能改善の関係を明らかにしていきたい。

表⾯再振動(ベストフロアーRV)⼯法による実床版の品質確認
実験状況
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施⼯例 物流倉庫床 施⼯例 橋梁上部床版
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